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 じめにࡣ .1

 近ᖺࠊ地球温暖都市ࡢ進捗伴࡚ࡗ水害ࡀ世

界中࡛頻発࣭激࡚ࡋいࠋࡿそࡢ対策࡚ࡋ河川やୗ

水道へࡢ流出を浸透࣭貯留ࡾࡼ抑制ࡀࡇࡿࡍ重要

࡛あࠋࡿそࡣࡵࡓࡢ分散型水管理ࡀ必要࡛あࡇࠊࡾ

 ࠋࡿ可欠࡛あࡀ性能評価ࡢ雨水活用施設ࡿࡍ寄ࢀ

 そ࡛ࡇ本研究࡛ࠊࡣ大型ࡢ現存施設࡛あࡿ新宮ᑠ

学校昭島ࡀࡌࡘࡘ丘ハイࡢࢶ雨水貯留機能を評価ࠊࡋ

他施設へࡢᑟ入ࡢ時ࡢ課題を考察ࡇࡿࡍを目的ࡍ

 ࠋࡿ

2. 対象施設概要と研究方法 

 新宮ᑠ学校昭島ࡀࡌࡘࡘ丘ハイࡢࢶ貯留高ࡼ࠾

び流出高ࡢ観測結果ࡽ貯留性能ࡢ評価を行うࡓࡲࠋ

同様ࠊ昭島ࡀࡌࡘࡘ丘ハイࡢࢶ浸透工法地区在来

工法地区ࡢ貯留性能比較を行うࡢࡽࢀࡇࠋ評価࣭比較

浸透施設防災機能比較ࡢ違う両施設ࡢ用途ࠊࡾࡼ

ᑟ入ࡢ効果を明ࠋࡿࡍࡽ 

(1)  施設概要 

a) 新宮北小学校 

新宮⏫立新宮ᑠ学校ࠊࡣ福岡市糟屋郡新宮⏫

2016ᖺ 4᭶開校ࡓࡋ敷地面積 18,871㎡ࡢᑠ学校施

設࡛あࡿ 1)
児童数ࡣ利用者数ࠋ 774人ࠊ教職員数 40人

࡛あࠋࡿ環境配慮ࡓࡋ設備ࡀ整いࠊそࢀを学習活

࣮ࠖࣝࢡࢫࢺマ࣮ࢫࠕࡿ学校࡛あࡿࡁ࡛ࡀࡇࡍ

いうコンセࠊࡶࡢࢺࣉ資源ᚠ環࣭環境教育配慮ࡋ

計⏬࣭施工ࡓࢀࡉ  ࠋ(2

b)  昭島つつじが丘ハイツ 

昭島ࡀࡌࡘࡘ丘ハイࠊࡣࢶ東京都昭島市置ࡋ UR

都市機構ࡀ管理ࠊࡿࡍ敷地面積 33,390㎡ࡢ団地࡛あࠋࡿ

昭和 56 ᖺ雨水浸透施設ࡀᑟ入ࢀࡉ以来 30 ᖺ以ୖ

わ࡚ࡗࡓそࡢ機能調査ࡀ⥅⥆的行わࠋࡓࡁ࡚ࢀ 

(2) 方法 

a) 新宮北小学校 

調査ࡣ 2017ᖺ 6᭶ࡽ始ࠋࡓࡵ本報࡛ࡣ 8᭶ࡢ࡛ࡲ

᭶間3 10mm以ୖࡢ降雨ࡀあࡓࡗ 降雨イベンࡢࡘ6

ࡢ雨量計ࡿい࡚ࢀࡉ設置本ᑠ学校ࠋࡓࡋを対象ࢺ

水ࡓࡋ設置貯留槽ࠊ降雨量ࡓࢀࡽ得ࡽタ࣮ࢹ

計ࡢ観測結果ࡽ算出ࡓࡋ貯留槽内ࡢ水量を降雨イベ

ンࡈࢺ検討ࠊ࠾࡞ࠋࡓࡋ貯留槽内ࡢ水量࡛あࡿ実

貯留量ࢢࡣラ࢘ンࢻへࡢ散水ࠊ体育館ୗ貯留槽ࢢࡽ

ラ࢘ンࢻ地ୗ貯留槽へࡢ送水ࡀ映ࡓࢀࡉ値等を含ࠋࡴ 

b) 昭島つつじが丘ハイツ 

 UR 都市再生機構技術研究所ࡽ提供を受ࡓࡅ昭島ࡘ

び流出ࡼ࠾雨水貯留ࡿࡍ対降雨ࡢࢶ丘ハイࡀࡌࡘ

関࣮ࢹࡿࡍタ報告資料 3)をࠊࡶ降雨イベンࡈࢺ

ࡢ別ࢡࢵࣟࣈびࡼ࠾人孔ࡢ当該施設ࠋࡓࡗ検証を行ࡢ

雨水貯留流出࣮ࢹタを扱いࠊそࡢ性能を検討ࠋࡓࡋ 

3. 雨水貯留システム  

(1) 新宮北小学校ࡢ雨水管理 

 新宮ᑠ学校ࠊࡣ体育館ୗࢢラ࢘ンࢻ地ୗ雨水

貯留槽を᭷ࠊࡋ貯留水ࡣ体育館ࢺࡢイࣞ洗浄ࢢラ࢘

ンࡢࢻ芝や植栽へࡢ散水利用࡚ࢀࡉいࠋࡿ各貯留槽

概要を表ࡢ ࠊほࡢ貯水槽ࡢ利水用࠾࡞ࠋࡍ示1

流出を一時貯ࡢࡽ周辺ఫ宅地ࠊࡣୗࡢࢻン࢘ラࢢ

留ࡢࡵࡓࡿࡍ 1,000㎥ࡢ貯水槽 調࣭整槽ࡶ設置࡚ࢀࡉい

 ࠋࡿ

表 1 新宮北小学校ࡢ貯留槽概要 

図 1 昭島つつじが丘ハイツࡢ土地利用と浸透施設配置 

貯留槽面積䠄㎡䠅 最大貯留量䠄㎥䠅 集水面積䠄㎡䠅

体育館下 216.6 384.4 1800

グラウン䝗地下 186.0 202.3 6700
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表 2 新宮北小学校 

表 3 昭島つつじが丘団地 

図 2 浸透工法区と在来工法区ࡢ比較 

流出量
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地下浸透量

69%

浸透工法地区

 (2) つつじが丘ハイツࡢ雨水管理 

昭島ࡀࡌࡘࡘ丘ハイࡢࢶ土地利用を図 昭ࠋࡍ示1

島ࡀࡌࡘࡘ丘団地ࠊࡣ浸透工法地区㸦ࢡࢵࣟࣈ 1࣭2㸧

ࢡࢵࣟࣈ在来工法地区㸦 3࣭ 4㸧分ࡿࢀࡽࡅ㸦現在ࠊ

在来工法地区ࡣ浸透施設をᑟ入㸧ࠋ主࡞浸透施設ࠊࡣ透

水性舗装ࠊ浸透ࠊࡍࡲ浸透ࣞࢺンチࠊ浸透側溝࡛あࠋࡿ 

4. 結果とそࡢ比較 

(1) 新宮北小学校 

 新宮ᑠ学校ࡢ降雨イベンࡢࡈࢺ総雨量貯留量

を表 2 ࡓࡋ対象ࠋࡍ示 6 総雨ࡢࢺ降雨イベンࡢࡘ

量貯留量ࡢ検討を行ࠋࡓࡗそࡢ結果ࠊS1 ࠊࡣ降雨ࡢ

体育館ୗ࠾い࡚ࠊ貯留率㸦貯留量/雨量㸧ࡀ 0.05 

పい値を示ࠊࡓࡲࠋࡓࡋS2ࠊS4ࡼ࠾び S6ࡢ降雨ࠊࡁࡢ

貯留率ࡀ 1 を大ࡁくୗ回ࠊࡾ総雨量ࡶࡾࡼ貯留量ࡢ方

S1ࠋࡓࡗ࡞くࡉᑠࡀ 誤ࡢ水観測ࠊ弱くࡀ降雨強度ࡣ

差ࡀ大ࡁくࡓࡗ࡞結果࡛あࠋࡿS2ࠊS4ࠊS6 ࡶ࠾ࠊࡣ

ࡓࡓࢀ使わࡀ雨水ࡓࡋ貯留植栽ࡢ中庭イࣞ洗浄ࢺ

S3ࠊࡓࡲࠋࡿあ࡛ࡵ ࡀ降雨量ࠊࡣ地ୗ࡛ࢻン࢘ラࢢࡢ

貯留槽ࡢ容量を越えࠊ超過分ࡢ雨水ࡢ一部ࡀ外構排

水ࡓࢀࡉ考えࠋࡿࢀࡽ 

(2) 昭島つつじヶ丘ハイツ 浸透・在来工法区ࡢ比較 

昭島ࡀࡌࡘࡘ丘ハイࡿࡅ࠾ࢶ浸透工法地区在来

工法地区ࡢ貯留性能ࡢ比較を行ࠋࡓࡗそࡢ結果ࠊ浸透

施設ࡀ多く設置࡚ࢀࡉいࡿ在来工法区࡛ࠊࡣ地ୗ浸透

量ࡀ増加㸦25％対ࠊࡾ࡞69％ࠊࡋ約 2.8 倍増加㸧

 約ࠊࡾ࡞9％ ࡀ㸦55％ࢀࡉ抑制大幅ࡣ流出量ࠊࡋ

ࠊࡾ࡞22％ ࡀ㸦20％ࡿ増えࡀ蒸発散量ࠊ抑制㸧 1/6

約 1.1 倍増加㸧ࡀࡇわࠊࡋࡔࡓࠋࡓࡗ昭和 56 ᖺ

浸透施設ࡶ在来工法地区ࠊ後ࡓࡋᖺ経過 25 ࡽ

ࡀ地ୗ浸透量ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉᑟ入ࡀ 15%増加ࠊࡋ貯留性能

 ࠋࡿい࡚ࡋ向ୖࡀ

(3) 新宮北小学校と昭島つつじが丘ハイツ 

 両施設ࡢ事例ࡢ貯留流出関ࡿࡍ算定結果を表 2

表 3 比ࡀ過足ࡢ水支ࠊ内ࡢタ࣮ࢹࡢࡇࠋࡍ示

較的ᑠࡉい S3  S5 降雨イベࡿࡅ࠾新宮ᑠ学校ࡢ

ンࠊࢺそࢀ近い雨ࡢ降ࡾ方をࡓࡋ A3  A5 昭島ࡢ

貯留性ࡢࡈࢺ降雨イベンࡿࡅ࠾ࢶ丘ハイࡀࡌࡘࡘ

能を評価ࠋࡓࡋそࡢ結果ࠊ新宮ᑠ学校体育館昭島

ࡀ総雨量ࠊࡶ両施設ࡢࢶ丘ハイࡀࡌࡘࡘ 20～40mm

雨水を敷地内ࡢ9割以ୖࠊࡿ降集水面積内ࠊࡁࡢ

留ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ性能を᭷࡚ࡋいࡀࡇࡿわࠋࡓࡗ 

5. おわりに 

本研究࡛ࠊࡣ雨水貯留機能を᭷ࡿࡍ 新ࠊ事例ࡢࡘ2

宮ᑠ学校昭島ࡀࡌࡘࡘ丘ハイࡢࢶ雨水貯留性能

以ୗࡿࡵࡲ結果をࠋࡓࡗ比較検討を行ࡢ2種類ࠊࡽ

 ࠋࡿあ࡛ࡾ通ࡢ

(1) 新宮ᑠ学校昭島ࡀࡌࡘࡘ丘ハイࡢࢶ流出量ࡢ

比較ࠊࡽ両施設ࠊࡶ総雨量ࡀ 20～40mm ࡢ

可能ࡀࡇࡿࡍ貯留雨水を敷地内ࡢ9割以ୖࠊࡁ

࡛あࠋࡿ 

(2) 昭島ࡀࡌࡘࡘ丘ハイࡢࢶ浸透工法区域在来工法

区域ࡢ比較ࠊࡽ浸透施設ᑟ入ࠊࡾࡼ地ୗ浸透量

約ࡀ 2.8倍ࠊࡾ࡞流出抑制効果を確認ࠊࢀࡉ浸透

施設ᑟ入ࡢ᭷意性ࡀ確認࡛ࠋࡿࡁ 

 他施設へࡢ技術ᑟ入ࡢ課題ࠊ࡚ࡋ多施設ࡢ様々࡞

ࡢ施設ࡢ既存ࡘࡶ雨水貯留浸透機能をࡿࡅ࠾ࢫ࣮ࢣ

性能調査を行いࠊそ࣮ࢹࡢタࡢ蓄積ࡀ必要࡛あࠋࡿ      
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20%
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在来工法地区

総雨量

㻔㎥㻕

貯留量

㻔㎥ 㻕
貯留率

流出量

㻔㎥㻕
流出率

総雨量

㻔㎥㻕

貯留量㻔㎥

)

貯留

率

流出量

㻔㎥㻕
流出率

H20 08/8/4 15:40 88 86 16 11.2 49.3 49.28 1.00 0.00 0.00 231.97 218.92 0.94 13.05 0.06

H19 07/9/11 22:14 762 704 52 4.4 160.2 148.86 0.93 11.30 0.07 753.90 663.28 0.88 90.61 0.12

H26 14/3/5 0:31 1052 1051 38.5 2.2 118.6 118.58 1.00 0.00 0.00 558.17 249.95 1.00 308.23 0.00

H19 07/7/14 7:22 1779 1729 150 5.2 462.0 364.43 0.79 97.57 0.21 2174.70 1866.47 0.86 308.23 0.14

H26 14/3/13 15:52 247 226 22 5.8 67.8 61.48 0.91 6.28 0.09 318.96 258.21 0.81 60.75 0.19

H19 07/7/29 18:48 230 167 48 17.2 147.8 94.62 0.64 53.22 0.36 695.90 582.38 0.84 113.52 0.16

降雨

イベン䝖
降雨開始日時

⥅⥆

時間

㻔分㻕

降雨⥅

⥆時間

㻔分㻕

㻝-7人孔区域㻔浸透工法区䠅 㻝-㻞㻞人孔区域䠄在来工法区䠅
総降雨

䠄mm䠅

平均降

雨強度

(mm/hr)

A6

A1

A2

A3

A4

A5

総雨量

㻔㎥㻕

貯留量

㻔㎥ 㻕
貯留率

流出量

㻔㎥㻕
流出率

総雨量

㻔㎥㻕

貯留量㻔㎥

)

貯留

率

貯留浸透

量㻔㎥㻕

貯留浸

透率

17/6/20 13:00 - 420 12 1.7 22.0 1.06 0.05 20.90 0.95 81.74 0.93 0.01 80.81 0.99

17/6/24 13:00 - 1200 50 2.5 90.5 68.50 0.71 27.80 0.29 337.01 32.55 0.09 325.90 0.91

17/6/27 20:00 - 3420 44 0.8 78.5 81.43 1.04 -2.95 -0.04 292.12 31.81 0.11 260.31 0.89

䠓月 08/7/3 14:00 - 5820 250 2.6 449.6 209.41 0.47 240.23 0.53 1673.66 208.69 0.12 1464.97 0.88

17/8/9 8:00 - 720 24 2.0 43.7 43.37 0.99 0.37 0.01 162.81 2.23 0.01 160.58 0.99

17/8/16 3:00 - 300 65 13.1 117.5 87.80 0.75 29.74 0.25 437.51 50.59 0.12 386.92 0.88

平均降

雨強度

(mm/hr)

䠒月

䠔月
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イベン䝖
降雨開始日時
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時間

㻔分㻕
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⥆時間

㻔分㻕

総降雨
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